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令和元年12月1日以降入札の工事から適用

（４）機械運転単価表

（１日当たり）

ジ ェ ッ ト ヒ ー タ 発 動 発 電 機
126MJ/h(30,100Kcal) ディーゼルエンジン駆動

名 称 単位 定格容量(50/60Hz)2.7/3kVA 摘 要

無 筋 鉄 筋 ﾌﾞﾛｯｸ 無 筋 鉄 筋 ﾌﾞﾛｯｸ
構造物 構造物 積(張) 構造物 構造物 積(張)

灯 油 ç 66.6 54.72 72.36 表２.３(注)

軽 油 ç 9.065 7.448 9.90 時間当り燃料消費量×運転時間

損 料 供用日 － － － 1.20 1.20 1.20

賃 料 供用日 1.20 1.20 1.20 － － －

５ 小型構造物防寒工

５－１ 適用基準

（１）本資料は、小型構造物（コンクリート工の分類に準じる）に適用する。

（２）「３ 雪寒仮囲い工」を適用した場合は、本歩掛は適用できない。

（３）ジェットヒーターによるコンクリート養生を標準とする。

５－２ 小型構造物防寒養生（ジェットヒータ養生）

（１）機種の選定

機種、規格は、次表を標準とする。

機 種 規 格

ジ ェ ッ ト ヒ ー タ １２６ＭＪ/h （30,100kcal）

発 動 発 電 機 ディーゼルエンジン駆動定格容量(50/60Hz)2.7/3kVA

（２）施工歩掛

仮囲い内でのジェットヒータによる防寒養生歩掛は、次表とする

表２.３ 防寒養生歩掛（ジェットヒータ養生） （１０ｍ3当たり）

名 称 単位 小 型 構 造 物

ジ ェ ッ ト ヒ ー タ
ｈ １５７

運 転

発 動 発 電 機 運 転 ｈ １５７

注）１ ジェットヒーターは賃料とする。
２ 積算対象数量は、コンクリート体積とする。

（３）運転時間

ジェットヒータによる防寒養生に要する施工機械運転日当たり運転時間は、次表とする。

表２.４ 施工機械運転日当り運転時間 （ｈ／日）

名 称 小 型 構 造 物

ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ー 運 転
２０.１

発 動 発 電 機

注）１ ジェットヒータの運転時間当たり燃料消費量は、灯油３.６ç／ｈとする。
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水産基盤整備事業（漁場）設計積算基準(令和元年１０月） 新旧対照表（令和元年１２月１日以降積算基準日適用）

掲 載 頁 旧 新 摘要

3-5-5 第３章 直接工事費 第３章 直接工事費
５節 冬期施工 ５節 冬期施工 2019年10月土木工

４ 防寒養生工 ４ 防寒養生工 事積算基準の改定

４－２ 防寒養生歩掛 ４－２ 防寒養生歩掛 に伴う機械運転単

価表の改定

（４）機械運転単価表

（１ｈ当たり）

ジ ェ ッ ト ヒ ー タ 発 動 発 電 機
126MJ (30,100Kcal) 駆動/h ディーゼルエンジン

名 称 単位 定格容量(50/60Hz)2.7/3kVA 摘 要

無 筋 鉄 筋 ﾌﾞﾛｯｸ 無 筋 鉄 筋 ﾌﾞﾛｯｸ
構造物 構造物 積(張) 構造物 構造物 積(張)

灯 油 ３.６ ３.６ ３.６ 表２.３(注)

時間当り燃料消費率×機関出力軽 油 ０.４９ ０.４９ ０.４９

損 料 日 － － － ０.０５ ０.０７ ０.０５ ｌ／表２.３

賃 料 日 ０.０５ ０.０７ ０.０５ － － － ｌ／表２.３

（４）機械運転単価表

（１日当たり）

ジ ェ ッ ト ヒ ー タ 発 動 発 電 機
126MJ/h(30,100Kcal) 駆動ディーゼルエンジン

名 称 単位 定格容量(50/60Hz)2.7/3kVA 摘 要

無 筋 鉄 筋 ﾌﾞﾛｯｸ 無 筋 鉄 筋 ﾌﾞﾛｯｸ
構造物 構造物 積(張) 構造物 構造物 積(張)

灯 油 66.6 54.72 72.36 表２.３(注)

時間当り燃料消費量×運転時間軽 油 9.065 7.448 9.90

損 料 － － － 1.20 1.20 1.20供用日

賃 料 1.20 1.20 1.20 － － －供用日
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